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Abstract  The purpose of this research is to clarify the psychological and physiological effects of the 
seismic ground motion. A few exercises experienced seismic ground motion in the state of 
the posture which lay idle in the time of semidarkness. The main results are summarized as 
follows; A person of Adapted Child (low) was before and after a seismic ground motion 
experience in the diastolic pressure, and the character could see the significant difference. 
Influence by seismic ground motion was seen by a question of "Sense time of the seismic 
ground motion", "the size of the seismic ground motion", "the strength of the seismic 
ground motion". Fear by seismic ground motion is suppressed by the posture which lay idle 
relatively by comparison in fiscal year 2014 and 2015. 
        














†1   愛知工業大学工学部 建築学科（豊田市） 
†2    愛知工業大学工学部 土木工学科（豊田市） 
†3      名古屋市立大学医学部（名古屋市) 
†4   中京学院大学中京短期大学部（瑞浪市） 
†5   愛知厚生連足助病院(豊田市） 
†6   藤田保健衛生大学（豊明市） 
†7   大豊精機株式会社(豊田市) 























愛知工業大学研究報告,第 51号, 平成 28年,Vol.51,Mar,2016  
                 
                 












25 歳）30 名とした。実験の概要を表 1 に示す。 
表２は過去の 4 回の実験を含めた実験の一覧を示した
ものである。2010 年度の地上階を除くと、他は 10 階の































































生理的測定は、地震動体験前後に、5 分毎に 3 回、平











































2010 2011 2013 2014 2015
11/16～12/10 11/21～12/13 11/13～1128 10/08～10/30 10/13～11/02
地上階 10階 10階 10階 10階
薄明り 薄明り 薄明り 薄暗闇 薄暗闇




























































全体 約60秒 約60秒 約60秒 約60秒 約60秒















                             
 
脈拍の測定点名と時間を示す。 




（±1σ）、図 2 に収縮期血圧、図 3 に拡張期血圧を示す。 












































































図 3 拡張期血圧の平均値と標準偏差（ｎ＝70） 
 























収縮期血圧 平均 変化量 標準偏差
振動前第1点 130.9 24.1
振動前第2点 121.5 -9.3 23.6
振動前第3点 119.0 -2.5 24.0
振動後第１点 126.2 7.1 23.1
振動後第２点 119.0 -7.2 21.2
振動後第３点 116.6 -2.3 18.6
平常時第１点 123.7 7.1 18.8
平常時第２点 116.5 -7.2 17.0

























































































































































平均 6.85 -0.84 1.57
標準偏差 13.24 9.37 6.00
平均 13.30 6.33 3.05









平均 36.5 36.9 41.8
標準偏差 5.2 6.3 4.6
平均 37.8 38.3 40.2
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表 8 エゴグラムの特徴 
図 4 CP(H)(L)全体の体験前後の血圧平均値推移 
4、図 5 は CP と AC それぞれの地震動体験前後での血圧
の平均値の推移を示している。CP の値が高い人 CP(H)、





















































年者 4 名、高齢者 10 名）、場所への愛着の高得点者は 21
名（若年者 10 名、高齢者 11 名）であった(表 11)。 
生活満足度が高得点の高齢者は愛着度も高得点であ






































































































平均 41.7 8.9 1.2 1.3 4.1 4.2 4.3 3.4 2.5
標準
偏差
48.3 7.8 0.4 0.4 0.8 0.7 0.9 1.1 0.7
平均 48.7 11.9 1.4 1.4 4.5 4.5 4.3 99.4 2.7
標準
偏差
























































































































得点レベル 低 中 高
生活満足度 4.3以下 4.3～7.0 7.0以上
愛着度 4.3以下 4.3～7.0 7.0以上
低い 中 高い
男 4 8 8
女 5 13 2
男 5 9 1
女 9 3 3
男 7 1 12
女 7 6 7
男 6 8 1
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関する実験的研究 その 1,日本建築学会計画系論文集, 











































              （受理 平成 28 年 3 月 19 日） 
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